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定例監査結果報告書 

 

 

 １ 監査の対象 

  （１）年休取得促進や時間外抑制のための取り組みの概要について（総務

課） 

  （２）児童遊園の修繕費について（子ども応援課） 

  （３）農業用施設維持管理委託料について（建設課） 

 

 ２ 監査の実施日 

   令和６年１月２２日（月） 

 

 ３ 監査の概要 

上記の監査の対象について、関係法令等及び予算に基づき適切に執行さ

れているかを主眼とし、経済性、効率性、有効性の観点にも留意しつつ関

係書類による検査及び関係職員からの聞き取りにより実施した。 

 

 ４ 監査の結果 

監査を実施した結果、総務課の年休取得促進や時間外勤務抑制のための

取り組みについては、年休の取得促進と時間外勤務抑制に向け、適正に行

われていると認められた。 

子ども応援課と建設課の事務について、次のような指摘事項が見受けら

れたため、今後の事務処理及び事業執行にあたっては是正されることを望

む。 

 

 （１）指摘事項 

   ・児童遊園の修繕事業（子ども応援課） 

同時期に児童遊園の遊具の修繕を随意契約により８件執行していた。 

前年度に行った遊具の安全点検結果から機械的に修繕を執行してい

った結果とのことであったが、これらの行為は事務の効率性と契約の

公平性を欠く行為と捉えられかねないことから、随意契約については

慎重に対応されたい。 

   ・農業用施設維持管理委託料（建設課） 

農業用施設と農業用水の管理を区長に委託する業務であるが、委託

業務の履行状況についての報告書が未提出であり、履行確認に不備が

見受けられた。業務報告書は所管課が主体性をもって委託業務の履行

状況を確認し、管理するうえで不可欠な文書である。今後は業務報告

書などにより、業務の履行を確実に確認し適切な対応をされたい。 

 


